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イン (Centers for Disease Control and Prevention: CDC) は、中心静脈カテーテル (Central 



















あった。0.5%CHG 337本、1%CHG 387本、10%PVI 368本に割り付けたが、途中でカ
テーテル培養提出がなされなかった症例を除外し、最終的に0.5%CHG 261本、1%CHG 
278本、10%PVI 257本を対象に解析を行った。対象患者の年齢, APACHE 2の平均と標準
偏差は66.2歳 (16.3)、APACHE 2 21(8.5)であった。対象カテーテルは中心静脈カテーテ
ルが35.8%、カテーテル挿入期間の中央値及びIQRは、3.8日 (2.0-6.7)であった。カテーテ
ルコロニゼーションの割合及び95%信頼区間は3群間で有意差を認め、0.5%CHG, 1%
CHG, 10%PVIそれぞれにおいて1000カテーテル挿入日あたり3.7 (0.5-6.9), 3.9 (0.8-7.0), 
10.5 (4.8-16.3)であった (p=0.03)。Pairwise comparisonの結果は、10% PVIと各種CHGの
比較ではCHG群の方が有意にハザード比 (HR)が低くかった (0.5% HR 0.33 95%CI 0.12-
0.95, 1% HR 0.35 95%CI 0.13-0.93)。一方で0.5%と1%CHG間では有意差はなかった。主
要評価項目の欠損に対して多重補完法を用いた後にpairwise comparisonを行なった結果、
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